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第１回区政モニター会議議事録 

１ 日 時 令和４年８月６日（土） 午前１０時から 

２ 場 所 北区役所別館２階研修室 

３ テーマ 性的指向や性自認など性のあり方～多様性を認め合う社会の実現～ 

４ 出席者 多様性社会推進課長、多様性社会推進係長、 

広報課長、広報主査、広報課職員、 

区政モニター ２３名 

 

１．開  会  

 

◎広報課長 

皆様、おはようございます。 

まだおそろいではないのですが、定刻になりましたので、区政モニター会議を開始

させていただきます。 

本日、司会を務めさせていただきます、広報課長でございます。どうぞよろしくお

願いをいたします。 

このたびは区政モニターをお引き受けいただきまして、ありがとうございました。

これから２年間と少し長くなりますけれども、どうぞよろしくお願いをいたします。 

本来であれば委嘱式を行いまして、区長から皆様に委嘱状をお渡しするところでし

たけれども、新型コロナウイルス感染症対策のために、委嘱式を中止し、送付をさせ

ていただきました。ご了承いただければと思います。 

また、本日、区長からご挨拶を申し上げるところでございますが、所用によりまし

て本日は出席ができません。モニターの皆様には区の課題に対して、率直なご意見を

お聞かせいただきたいので、どうぞよろしくお願いしますと言付かってございます。 

また、本日１回目の会議でございますので、自己紹介をお願いしたいところでもご

ざいますけれども、時間も限られておりますので、名簿の配付をもって代えさせてい

ただきます。 

さて、今回は、「性的指向や性自認など性のあり方～多様性を認め合う社会の実現

～」というテーマについて、皆様からご意見をいただく予定でございます。 

それでは、本日の出席者を紹介させていただきます。 

多様性社会推進課長でございます。 

◎多様性社会推進課長 

よろしくお願いいたします。 

◎広報課長 

多様性社会推進課係長でございます。 

◎多様性社会推進課係長 

よろしくお願いいたします。 
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◎広報課長 

そして、後方におります３名が広報課事務局でございます。どうぞよろしくお願い

をいたします。 

続きまして、お手元の資料等の確認をさせていただきます。 

まず、令和４年度区第１回区政モニター会議次第、その下に名簿。そして、「性の

多様性について考えよう」というパンフレット。そして、パワーポイントの資料にな

りますけれども、「性的指向や性自認など性のあり方」というもので、ホチキス留め

のもの。そして、成果物完成イメージというものでございます。こちらは各皆様にお

配りをしております。また、机上には、班に一つになりますけど、模造紙、コピー用

紙、サインペン、付箋などもご用意してございます。 

過不足ございませんでしょうか。皆様よろしいでしょうか。ありがとうございます。 

続きまして、本日の進行方法についてご説明をさせていただきます。 

まず、多様性社会推進課長から、２０分程度、性的指向や性自認などの性のあり方

についてご説明をさせていただきます。説明終了後に、各班でグループワークをして

いただきます。グループワーク中に質問等がございましたら、その都度、職員にお声

がけください。 

グループワーク後は、グループ内で出た意見を、３分程度で発表していただきます。

発表は、自分のグループでこのような意見が出ましたというような内容で結構でござ

います。発表者の方は、グループ内で出た意見を３分間でまとめて発表をしてくださ

い。 

なお、事前に、グループの進行役、発表者を決めさせていただいております。座席

表に書いてございますけれども、役割を指名されたけれども、どうしても私はできな

いという方が、もしいらっしゃいましたら、グループ内で調整をお願いいたします。 

あと、お配りしています成果物の完成イメージというものでございますけれども、

これは模造紙にこのように書いてくださいというものではございませんで、こういっ

たことを参考に、各班で工夫をして書いていただければというふうに思ってございま

す。 

本日のモニター会議の終了後になりますけれども、会議録を作成いたします。会議

録は北区ホームページなどで公開をさせていただいております。会議録になる部分は、

開会、説明、発表の部分でございます。各グループでの話合いの内容は、これは載り

ません。会議中の発言者名につきましては匿名とさせていただきますので、ご了承の

ほど、どうぞよろしくお願いをいたします。 

また、記録用と北区のホームページ掲載用といたしまして、会議の様子を写真撮影

させていただきます。ホームページ掲載時には、皆様のお顔がはっきり分からないよ

うに配慮はさせていただきたいと思いますので、ご了承のほどお願いいたします。私

はどうしてもという方がおりましたら、いらっしゃいましたら、職員にお声がけいた

だければと思います。 

進行方法についてのご案内は以上でございます。 

それでは、次第の２、説明に移らせていただきます。多様性社会推進課長、どうぞ

よろしくお願いをいたします。 
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２．説  明  

 

◎多様性社会推進課長 

ただいまご紹介いただきました、多様性社会推進課長でございます。どうぞよろし

くお願い申し上げます。 

（スライド１参照） 

本日は、性的指向や性自認などの性のあり方ということをテーマにご説明をさせて

いただきますが、まず、人には、国籍や年齢、性別や性のあり方以外にも、文化、宗

教、生活習慣や価値観など、多様性があり、一人一人に個性や特徴があります。その

中でも、本日は性のあり方について、こちらにお示しの四つの項目に沿ってご説明を

させていただきます。 

（スライド２参照） 

まず初めに、性のあり方の基本部分となります四つの要素について、説明をいたし

ます。 

一つ目、身体の性。生まれたときに割り当てられた性別のことで、身体的・生物学

的な特徴を指しています。 

二つ目、性自認。自分の性別をどう認識しているか、どう思っているかを指してい

るものです。心の性とも言われ、外見だけでは判断できません。自分の性別をどのよ

うに認識するかは、人それぞれ違います。 

続きまして、性的指向。どの性別を好きになるか、ならないかを指しており、同性

を好きになる人、男女両方の性を好きになる人、そのほか男女どちらにも恋愛感情を

抱かない人、様々です。 

最後に、性表現です。言葉遣い、服装、しぐさなどから、性別をどう表現している

かを指しているものです。 

（スライド３参照） 

次に、性のあり方に関する用語についてのご説明です。 

一つ目、性的少数者です。恋愛対象が同性や両性の方、心の性別と体の性別が一致

しない、あるいは心の性がはっきりしないといった方を言います。 

（２）ＳＯＧＩ、性的指向の「Ｓｅｘｕａｌ Ｏｒｉｅｎｔａｔｉｏｎ」と、性自

認の「Ｇｅｎｄｅｒ Ｉｄｅｎｔｉｔｙ」の頭文字を取ったもので、全ての人の性を

表しているものです。また、最近では、「Ｇｅｎｄｅｒ Ｅｘｐｒｅｓｓｉｏｎ」の

Ｅを取って、ＳＯＧＩＥとする場合もあります。 

（スライド４参照） 

三つ目、皆さん、ＬＧＢＴという言葉は最近よく耳にすることがあるかと思います。

こちらは性的少数者を表す言葉の一つとして使われています。 

ＬのＬｅｓｂｉａｎは女性の同性愛者。 

ＧのＧａｙは男性の同性愛者。 

ＢのＢｉｓｅｘｕａｌは恋愛対象が男性にも女性にも向いている両性愛者。 

ＴのＴｒａｎｓｇｅｎｄｅｒ、心の性と体の性が一致しないため、体の性に違和感
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を持っている人、また、心の性と一致する性別で生きていきたいと望む人です。 

また、ＱのＱｕｅｅｒ、Ｑｕｅｓｔｉｏｎｉｎｇですが、こちらは、自分の性や性

的指向が定まっていない人、自分の性をあえて決めていない人や、決めたくない人を

指しています。 

最後に＋という表記がございますが、こちらは、性のあり方は多様であり、ＬＧＢ

ＴＱ以外にも様々な性があることから、包括的な意味を持たせるためにつけられてい

るものです。 

では、なぜ、ＬＧＢＴＱのように頭文字で表記しないのかというと、簡潔に言えば、

全ての性を表記することはほぼ不可能だからです。こちらのイラストをご覧いただき

ながら、お聞きいただければと思いますが、人の性はグラデーションという言葉がご

ざいます。性には、実に多くの種類が存在しています。これを全て表記しようとする

と、ＬＧＢＴＱＱＩＰ２ＳＡＡと永遠に続きまして、円周率みたいなことになってし

まいます。もし、仮に全て表記できたとしても、さらに新しい性が定義される可能性

もありますので、それぐらい人の性は多様で、枠を限定するようなものではないし、

常に新しい多様性にオープンでいようという前向きな意味も込めて、＋という表記が

使われています。 

（スライド５・６参照） 

次に、性的少数者の人権についてお話をさせていただきます。 

性的少数者は「いない」のではなく、本人が言えない、言わない、見えていないだ

けです。会ったことがないから、いないというわけではなく、偏見を恐れて周りに話

せていない当事者が皆様の身近にもいて、実は会っているけど、気づいていないのか

もしれません。 

（スライド７参照） 

次のページの表をご覧ください。国内では様々な調査が行われていますが、性的少

数者の割合は８％から１０％程度と言われており、私たちが思っているより身近にい

るという結果が出ています。ある調査によれば、日本では１３人に１人が性的少数者

であると言われています。これは、左利きの割合と同じぐらいです。 

このことから、自分の身近には性的少数者はいないから、自分ごととして考える必

要はないと思っていたとしても、単に気づいていないだけかもしれないと捉えること

ができると思います。 

性的少数者の割合には、様々な調査結果がありますが、皆さんの身近なところにも、

差別的な言動で傷ついている人がいる可能性もあります。 

（スライド８参照） 

社会の性に対する考え方はまだまだ固定的です。男性と女性であり、異性を好きに

なるのが当たり前、そうでない人は普通でないという固定観念が、当事者の生きづら

さにつながっています。例えば、ホモ、おかまといった差別的発言、陰口、うわさ話、

お笑いネタやいじめ、もしこのような差別的な言動を見かけたら、みんなと一緒に笑

わない、同調しない、間違っていることは毅然と指摘する勇気を持つことも、時には

必要となります。 

もし、身近な友達、同僚から、ＬＧＢＴであることを打ち明けられたら、まずは真
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摯にその人の話に耳を傾けてください。決して本人の了承なしに、他人には話さない

でください。 

（スライド９参照） 

次に、カミングアウトとアウティングについて説明をさせていただきます。 

本人がＬＧＢＴＱの当事者であることをほかの人に打ち明けることを、カミングア

ウトといいます。例えば、日常生活において、本人からカミングアウトを受けた場合

は、プライバシーに配慮するとともに、周囲との情報共有がどうしても必要な場合は、

必ず本人の同意を得てから伝えてください。 

一方、本人がいないところで、本人の許可なく、その人の性的指向や性自認を暴露

することをアウティングといいます。口頭で話す以外にも、ＳＮＳなど不特定多数の

人に情報を流す行為もアウティングに当たります。アウティングはプライバシーを侵

害するばかりでなく、当事者が傷つき、精神的に追い込まれるケースもあり、許され

ない行為です。 

（スライド１０参照） 

次に、性的少数者について知っておいてほしいことをお伝えします。 

性自認とは、その人が好んで選択するわけではありません。身体の性別に違和感を

持つこと自体は、精神疾患ではないとされています。つまり、病気ではないというこ

とです。また、医学的にも、性自認は治療によって変えることができないと言われて

います。 

身体の性と性自認が一致していないトランスジェンダーは、自認する性と身体の違

和感に悩むだけなく、周囲の視線や社会生活を営む上での困難など複合的な原因によ

り、自殺の危険性が高いということが指摘されています。 

誰もが自分らしく生きる権利を持っています。当事者がカミングアウトしても、し

なくても、安心して過ごせる環境をつくることが大切です。 

（スライド１１参照） 

次に、アライについて説明をいたします。 

アライとは、性的少数者のことを理解し、支援するという考えや、その考えを持つ

人のことをいいます。英語のアライアンス、同盟が語源になっておりまして、当事者

に共感し、寄り添いたいと思う人たちを指します。ＬＧＢＴを理解する上で、差別的

な用語だったり、世間一般で言われているような呼び方を使わないことも、アライと

しての態度表明になります。レズビアンやゲイなどはよく使われるセクシャルマイノ

リティーの言語でありますけども、差別的な呼び方で呼ばれることもあります。そう

いった部分に注意を向けられる姿勢が大切です。 

また、男らしさや女らしさなど、世間的にいう男性、女性の役割を押しつけるので

はなく、その方個人として対峙するという姿勢も重要になります。 

多様な性を理解し、何か一つの物差しで見ないこと、アライになるために、こうい

った基本的なところを理解するようにしていただければと思います。 

（スライド１２参照） 

次に、レインボーフラッグについてお話をいたします。 

レインボーフラッグという言葉を聞いたことがある方、いらっしゃるかもしれませ
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ん。こちらですけれども、６色の虹はＬＧＢＴを含め、性の多様性を尊重するという

世界共通のシンボル、アイコンとなっています。先ほど申し上げましたように、人の

性はグラデーションと言われています。虹は、ここからが何色と、はっきりした線引

きがされているわけではなく、色の変わり具合が明確になっていないものであり、性

のあり方についても同様だと考えられています。６色の虹の旗や、それに類するもの

を身につけたりすることで、アライであることを表明し、性的少数者も安心して話し

かけたりすることができるとされています。 

（スライド１３・１４・１５参照） 

次のページからは、国や地方公共団体の取組みということで、国や都の取組みを参

考までに掲載をさせていただきました。後ほどグループワークの際の参考にしていた

だければ幸いです。 

最後、右下にあります１５ページ、北区の取組みについてお話をさせていただきま

す。 

令和２年３月に策定いたしました第６次北区男女共同参画行動計画では、性の多様

性の理解促進を課題として掲げ、性の多様性の正しい理解のための意識啓発、セクシ

ュアル・マイノリティーの相談体制の充実などの取組みを推進していくこととしてお

り、去年、令和２年度から、ＬＧＢＴの皆様の悩み事に寄り添った対応をするという

ことで、相談体制を構築したところでございます。 

また、誰もが自分らしく生きていくことができる人権尊重社会を実現するための施

策の一つといたしまして、今年４月から、パートナーシップ宣誓制度を開始したとこ

ろでございます。 

誰もが自分らしく生きる権利を持っています。本日の会議で、全ての人が性に関係

なく、多様性を認め合う社会を実現するために何をしたらよいのか、考えるきっかけ

としていただければ幸いに存じます。 

拙い説明で、分かりづらかった点もあるかと思いますが、私からの説明は以上とさ

せていただきます。ご清聴ありがとうございました。 

◎広報課長 

多様性社会推進課長、どうもありがとうございました。 

それでは、この後、グループ討議をお願いするところですけれども、今の説明を聞

きまして、ちょっとここが分からないのだけどということで、全体の中でご質問があ

る方がいれば、少しお受けしたいと思いますが、いかがでしょうか。 

◎区政モニター 

今、最後のところでおっしゃられた、「人権尊重社会を目指す施策の一つとして、

パートナーシップ宣誓制度を開始した」というところですが、このパートナーシップ

というのは何と何のパートナーシップなのか、もうちょっと説明していただきたいん

ですけど。 

◎多様性社会推進課長 

こちらも、性の多様性の一環でございまして、例えば同性同士のパートナー、こう

いう方々は、まだ法律的には結婚が認められていない状況にあります。ただ、何年も

何十年も一緒に暮らしている同性パートナーの方は、いらっしゃる。そういう方々が、
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例えば、我々は結婚生活と同様の日常生活をパートナーとして送っていますというこ

と宣誓していただくという制度でして、その宣誓に対して、宣誓をしましたという証

明書を区のほうで発行しているという制度でございます。 

何の法的根拠もないですし、何かその方々にとってメリットがあるというものでは

ございませんが、心の中のけじめとして受け取っていただいており、宣誓された方々、

現在、４月から数えて１２組いらっしゃいますが、皆様、ある程度一区切りついたで

すとか、家族へ、自分がパートナーと暮らしていることをカミングアウトすることが

できたといったようなお話をいただいているところです。 

◎区政モニター 

それはあれですか、配偶者と同じように、相続のときに優遇されるとかそういうの

はあるのですか、お墨つきを与えたことによって。 

◎多様性社会推進課長 

特に、そういうメリットを与えるようなものではないのですけれども、さらにそう

いう先に進みたいという方に関しては、例えば、今、弁護士の相談というのも始めて

いますけれども、法的な証書の作成ですとか、そういうところには側面支援という形

でご相談には乗っています。 

◎広報課長 

よろしいでしょうか。 

◎区政モニター 

ありがとうございます。 

◎広報課長 

ほかにご質問ございますか。 

それでは、グループワークを進める中で、これはどういうことなのということでご

質問があれば、お声がけをいただければと思ってございます。 

 

３．討 議  

 

◎広報課長 

 それでは、先ほどご説明をしましたように、これからグループワークへお進みいた

だきたいと思います。時間といたしましては、今回、初回ということもありますので、

各グループで自己紹介などもしていただきながら、１１時までにグループでの意見な

どをまとめて、先ほどお配りした成果物完成イメージを基に、模造紙におまとめをい

ただければというふうに思ってございます。 

それでは、各グループでグループワークのほうを始めてください。お願いいたしま

す。 

 

４．発 表  

 

◎広報課長 

 皆さん、活発な意見交換が続いているようでございますが、時間の１１時になりま
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したので、これから発表に移りたいと思います。 

 予想はできているかもしれませんが、１班、２班、３班、４班、５班、６班の順で

発表をお願いできればと思います。発表者の方、３分程度で発表をしていただければ

と思ってございます。 

 １班の方、よろしいでしょうか。それでは、どうぞよろしくお願いいたします。 

◎区政モニター（１班） 

 よろしくお願いします。 

 １班で出た意見なんですけど、現状と課題のところは、まずＬＧＢＴＱ、こちらの

言葉を知らない方が多いということが、ちょっと課題に上がりました。あと、北区の

取組みの仕方が、申し訳ないんですけど、分からないということがちょっと出ており

ます。 

 今回、具体例とか解決策ということには、ちょっとつながらないんですが、疑問点

ばかりが結構多く上がりました。これを理解するためにどういうふうにしたらいいか

というので、お互いに話合いというんですかね、そういう場を広げていくということ

と、あと、正しくない知識というのを、結構皆さん持っていらっしゃるのかなと思う

ので、正直、今回、今日このような場を設けていただいたので、例題が必要というか、

そういうジェンダーの方とか、実際そういう方たちが来て、こういうことをしていた

だけるとすごくありがたいということの意見を聞いた上での理解をするというのは、

あってもよろしかったんではないかなと思っております。 

 あと、結構、子どもさんたちには、素直なお子さんというか、すぐ取り入れる、吸

収力のあるお子さんたちが、今、たくさんなので、大人と違ってというか、そういう

言い方は失礼なんですが、子どものように素直に受け入れる体制をつくるということ

がよろしいかなという発言は出ました。 

 あと、今回、今聞いたんですけれども、証明書を頂いたということと、パスがある

らしいんですね。北区からそういうパスが出ているそうです。カードというんですか

ね。そういうものが出ているので審査というか、そういうのが、北区では取り入れら

れているのか、それとも、全く、私たちこうですというので、すぐ取り入れていただ

けるのかというのを、ちょっと皆さん、少し疑問に思っている次第です。 

 あと、それには、貧しい人たちというんですかね、結構、地位が高い人たちという

のは、私たちこうですと言って、そういうのを受け入れられるということもあるかと

思うんですが、そういう、言い方、本当に申し訳ないんですが、悪いんですけれども、

貧しい人たちの、私たちこうですと連れて行っていただいたときに、受け入れる体制

が整っているのかとか、そういう見た目とかそういう判断とかも、すごく必要になっ

てくるのかなと思ったので、人としての価値観ですね、そういうのが必要なのではな

いかなということが上がりました。 

 以上でございます。 

◎広報課長 

 ありがとうございました。１班の方、補足とか大丈夫ですか。よろしいですか。 

 それでは、続きまして、２班の方、発表のほう、どうぞよろしくお願いいたします。 

◎区政モニター（２班） 
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 よろしくお願いします。 

 ２班で話をさせていただきましたのは、まず、ふだん、なかなか触れることがない

案件なので、非常に難しい内容だなというところから、まず、先ほどもちょっと出て

いましたけど、実態が分かっていないと。なので、まずは何を理解していったらいい

のかというのが、非常に難しい課題だなというのが、まず大きくありました。 

 そこに出てくるのが、先ほどのプレゼンテーションでもありましたけど、当事者の、

要するに区でこういうことをやっていますとか、今こういう状況ですというのは分か

るんだけど、じゃあ、当事者の人たちの意思だったり、何をしてほしいのかというの

が全く見えていない状態の中で、今、会話をしていること自体が、非常に難しくして

いるなと。 

 当然、こういう話を聞いたら、尊重したいのは尊重したい、なんだけど、じゃあ、

どうしてあげたらその尊重になるのかというのが、理解できていませんというのが現

状ですと。その尊重というのが、そっとしておいてほしいのか、もしくは何か積極的

に関わってほしいのかというのが、ちょっと分からないねというのが、課題の大きな

三つでした。 

 多分、出てきたＬＧＢＴＱの中にもいろんな考えの人がいて、いろんなすみ分けの

方がいらっしゃるのかなというところから、それも本当に、一元的に考えればいいの

か、これをやったから１００％の人が幸せになれるのかというのがちょっと分かりに

くいなというのが課題です。 

 そこから、対策はちょっと全体が見えていないので、対策はちょっと粗いんですけ

ど、まずは当事者の人たちの意思や要望を確認した上で、何をしていくのがいいのか

というのを考えなきゃいけないなというのが一つと。あと、最後のところにある北区

としてパートナー云々という話が出たんですけど、そこには法的な保護も含めて、例

えば、北区として方針や目標というのをもっと明確にすべきなのではないかと、これ

をやるんであればですね。それは、例えば、婚姻関係を認める方向でいくからとか、

相続を認める方向でいくから、こういうことを認めていこうよとか、パートナーシッ

プを認めようよとかというのをやっていかないと、結局はうわべだけの話で、幸せに

なっていないんではないかなと。 

 最終的には、目標と書いたのは、北区の、例えばＬＧＢＴＱで婚姻関係を結ぶ人の

件数をここまで持っていくんだとか、そういうことで人口をどこまで増やすんだとい

うことまでやれると、多分、本気で取り組んでいる感が出るのかなというふうに感じ

ました。 

 あと、最後ですね。若干ネガティブな部分で言うと、多様化自体は理解できるんだ

けど、多様化の先に趣味の部分も出てきたりとかして、そこの境目というのは非常に、

実際このＬＧＢＴＱが理解できていないのに、趣味との境目を理解するのは非常に難

しいなというのが、今回やっていた、議論した内容です。 

 簡単ですけど、以上です。 

◎広報課長 

 どうもありがとうございました。２班の方、補足等大丈夫でございますか。よろし

いですか。 
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 そうしたら、３班の方、次よろしくお願いをいたします。 

◎区政モニター（３班） 

 １班と２班の言っていただいたことそのままなんですけど、今回、ＬＧＢＴＱに関

してということで、結構考えることが多かったりとか、ふんわりしている状態でした。

この問題を考えるに当たって、ちょっと入ってくる問題が、ごちゃっと入ってくる問

題が、差別する人の問題と、お金がない人の問題がごちゃっと入ってくるんですね。

それを一旦取っ払って、今回のテーマ、ＬＧＢＴＱに関する正しい知識と理解を深め

るために必要な取組みとは、ここに完全にフォーカスしたときに考えたのが、やっぱ

りコミュニケーションだと思います。もう出ている、発言していただいた内容なんで

すけど、例えば、定期的に対象の方と対話する機会を持って、対話しつつ、それをフ

ィードバックしてというのを繰り返していくことによって、そのそごを減らしていく。

これがすごくシンプルで、当たり前の話だと思うんですけど、これに尽きるんじゃな

いのかなと思いました。 

 以上です。 

◎広報課長 

 ありがとうございました。３班さん、補足とか何か大丈夫ですか。よろしいですか。 

 続きまして、４班の方、よろしくお願いをいたします。 

◎区政モニター（４班） 

 よろしくお願いします。 

 今日は４人で議論をしたんですけど、なかなかまとまらなかったり、スタートでき

なかったんですけど、実際私たちが住んでいる方は、団地に住まれている方、マンシ

ョンに住まれている方、例えば戸建てが多い町会の方がありまして、いろいろ意見を

したんですけど、先ほど、１班、２班、３班のお話があったように、やっぱり認知さ

れていない部分もいろいろあると思うんですけど、ポイントとしては三つあるかなと

思います。 

 一つは法的な根拠はどうか。それからもう一つは、心を開いてもらうためにはどう

か。もう一つは仲間を増やすということで考えました。 

 まず、法的根拠に関しては、ちょっと情報が違うかもしれませんが、例えば渋谷区

とかよその区では、北区と同じようにパートナーシップを認めているというのはある

んですけども、戸籍の法上では、日本国内ではどこも認めていないんですね。ただ、

民法上で認めている部分があるので、北区としては、戸籍法上も含めて、要は婚姻届、

同性婚の婚姻届を受理するような動きをしてほしいなということを議論しました、こ

れが一番重要かなと思っております。 

 それから、ＬＧＢＴＱ＋の方で、なかなか、どこにどういらっしゃるというのが分

からない部分があるかと思うんですけど、それを、いろいろうわさ話になったり、い

ろいろ陰口をたたかれたりするのがあるので。まずは、一つは、心を開いてもらうた

めには、先ほども、冒頭もお話があったようにバッジをつけるのもあるんでしょうけ

ども、それだけじゃあ信用してくれないので、信頼してもらうためにどうするかとい

うことを考えながら、例えば、心を開いてもらうための小さなグループをつくりなが

ら、徐々に徐々にそれを広げていくということが大事かなと思っています。 
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 それから、うわさ話になったときも、例えば、うわさ話というのは一旦出たらば消

えないんですよね。消えないんだけど、じゃあその中で、私たちが一人一人が仲間に

なってあげて、味方になってあげて、幾らうわさ話をされても私たちはあなたの味方

だよという、その仲間を増やすことが大事かなと思いました。 

 そういう同じ考えを持つ人たちをどうやって出すかということは、例えば団地です

と、うちのかみさんが、今、訪問介護の仕事をしているんですけど、団地ってほとん

ど老人ばかりなんですね。介護を受ける側ばかりで、そういう話になかなか乗ってく

れない方も多いんですけど、例えば団地の自治会とか、あとはマンションですと管理

組合とか、あとは町内会の方でしたら町会の方と話をして、そういううわさ話をされ

ないように、もしくはそういう考え、そういうＬＧＢＴＱ＋の方に対して、どう支援

をしていくとか、そういうことをしながら仲間を増やすということが大事かなと思い

ました。 

 そういう意味では、法的な根拠をどうするかということと、心を開いてもらうため

にどうするかという話と、仲間を増やすというその三つが、まず一つは第一歩かなと

思いました。 

 以上です。 

◎広報課長 

 どうもありがとうございました。 

 続きまして５班の方、どうぞよろしくお願いをいたします。 

◎区政モニター（５班） 

 ５班で話したのは、割とここにいらっしゃるメンバーは、こういったＬＧＢＴＱに

対して、理解というか知識はある程度ある方がそろったというのがあるんですけれど

も、やはり周りには、実際に接したことがないという方もいらっしゃって、自分以外

の周りの方を考えたときに、やっぱり知らない方もいらっしゃる、そういった理解の

ない方もいらっしゃるということで、それをどうすればいいかというと、やっぱり教

育ではないかということになるんですけども。 

 先ほど、区の方に伺ったんですけども、今のところ、小中学校でそういった取組み

みはまだされていないということで、ジェンダーに関して、大きなくくりでそういっ

た話はされているそうなんですけども、こういったＬＧＢＴＱに対しては、特に教育

ではないということなので、それを、いずれちゃんと取り込むような性教育の計画を

立ててほしいということと。あと、ある程度性教育も含めた、そういうタブー化しな

いような取組みを区ですとか、あと区議会議員の方にもちょっと取り組んでほしいな

という意見がありました。 

 やっぱり、理解、ＬＧＢＴＱに対して理解していない方の中には、知らない方もい

るのが偏見のある方、全然、宗教だといろんな考えがある方もいらっしゃるので、そ

ういう方々も否定はしないということの理解、ある程度必要なんではないかなと思い

ますという話をしました。 

 あとは、今回は性に対しての多様性について話しましたけれども、性以外にもいろ

んな多様性があって、自分の性以外のいろんなものに関しての、自分もマイノリティ

ーになる可能性もあるということも含めて、もうちょっと、教育も含めて啓発活動を
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進めていただきたいなということです。 

 以上です。 

◎広報課長 

 どうもありがとうございました。 

 それでは、最後になりますけれども、６班の方、よろしくお願いをいたします。 

◎区政モニター（６班） 

 よろしくお願いします。 

 私たちのグループは今回話し合いまして、まず、ＬＧＢＴＱの一般的な認識で今日

集まったんですけれども、いろいろ資料、説明などいただきまして、周囲で存在比率

が１０％近くいらっしゃるということを、まず知って驚いたということがあります。 

 まず、周囲の潜在的存在に気づくことがなかなか難しいということもありますし、

それから、それを学校、職場、家庭等でどういうふうに対応しているのか、それから、

まず、知られたくない方々、自ら積極的にカミングアウトしている方々、そういうい

ろいろな多様性があるということを、まず認識しました、ここで。 

 今まで、いろいろグループの方々がおっしゃってくださいましたので、尽きている

んですけども、対応としては法的な、北区、まだ法的にはいろいろ確約されていない

部分も大きいと思うんですけれども。まず一番、私たちのグループでここに尽きるね

という結論は、アライの人を増やしていく、まず、自分たちもよき理解者になって、

アライとして、そして今日また、この場で認識したことをそれぞれの地域に帰って、

自分の周りでもちょっとずつアライを増やしていきたい、それが一番いい解決策につ

ながるのかなということが結論になりました。 

 そして、今日、ＳＯＧＩＥとかアライということ、今日初めて知ったんですね。だ

から、まだまだ一般的に、全然そういうことは知らない方が大多数だと思うので、そ

れを難しく考えないで、ちょっとずつ優しくかみ砕いて、周りの人たちにも浸透させ

ていくようなお手伝いができたらいいねということを、私たちは話しました。 

 以上です。ありがとうございます。 

◎広報課長 

 どうもありがとうございました。 

 １班から６班の皆さん、発表、どうもありがとうございました。 

 ただいまの発表を受けまして、多様性社会推進課長から一言、感想等、ご意見をよ

ろしくお願いをいたします。 

◎多様性社会推進課長 

 皆様、いろいろな多岐にわたるご意見を頂戴いたしまして、本当にありがとうござ

います。 

 戸籍法に関する部分のお話から、また子どもたち、それからアライを広げていくと

いったような内容まで、それぞれの班でご討議いただいたことと思います。まだまだ

我々も周知啓発が追いついていないところがあるということは、十分に認識している

ところでございまして、これを機にＬＧＢＴＱだけでなく、多様性ということについ

て、区民の皆様に浸透していけるような、何かそういう施策ができたらいいなという

ところもございまして、今日いただいたご意見、ご感想等を参考に、またこれを持ち
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帰りまして、課のほうでも、これからどのように動いていくかということを検討して

まいりたいというふうに思っています。 

 また、当事者の方の意見をお聞きできればなというようなお話、幾つかのグループ

からいただいております。ＬＧＢＴ理解基礎講座というのを、毎年講演会を区のほう

で行っておりまして、ちょうど先週の土曜日に行ったところだったんですね。当事者

の方にお越しいただきまして、今までの苦難ですとか、生きづらさみたいなものをお

話いただいたところでございます。また、こういう機会、北区ニュース等、ＳＮＳな

ども活用して皆様に周知を図ってまいりますので、タイミングが合えば、ご参加いた

だけると幸いに存じます。 

 また、子どもたち、教育分野というところにつきましては、これからまた切り込ん

でいくところだと思っています。先ほど、ご質問いただいた班にはお答えしたんです

けれども、今、北区立の中学校、制服なんですが、こちら今、標準服として取り扱わ

れておりますので、スカートもスラックスも選択できるようにはなっています。ただ

それをまた着用することによって、うわさになったり、いじめの原因になったりとい

うことがございますので、なかなか進んでいないというのは実情としてあります。で

すので、先ほど６班の方がおっしゃっていただいたように、まず、アライの方を増や

していく、これに尽きるというふうに我々も認識しているところではございます。ま

た、皆様、今日、資料をお持ち帰りいただきまして、ほかの方にシェアしていただく

ような機会がございましたら、ぜひ、広げていただければと思います。 

 本日はどうもありがとうございました。 

 

５．質  疑  

 

◎広報課長 

 多様性社会推進課長、どうもありがとうございました。 

 各班の発表、また、ただいまの多様性社会推進課長からのご意見を受けまして、何

か質問等ある方がいらっしゃいましたら、お受け付したいと思いますが、いかがでご

ざいましょうか。 

◎区政モニター 

 北区ではパートナーシップ制度を取り入れているという話は聞いたんですけれど、

パートナーシップ制度というのが、ちょっとよく分からないんですけれど、もう少し

詳しく説明していただいてよろしいでしょうか。 

◎多様性社会推進課長 

 説明が不足しておりまして、失礼いたしました。 

 パートナーシップ宣誓制度というのは、同性同士、心の性、性自認も含めてなんで

すけれども、同性のカップルが、結婚生活と同じような生活を営んでいる方が、我々

はパートナーですということを宣誓していただいた方に、パートナーシップ宣誓受領

証という証明書を発行しています。それがＡ４判の受領証というものと、携帯できる

ようにクレジットカードと同じようなプラスチックカードの証明書も交付しています。 

 これが何に利用できるかといいますと、まだこれも啓発段階ではあるんですけれど
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も、例えば病院に入院した際、手術の同意書というのは、ご家族じゃないと記入する

ことができません。このカードを提示することによって、家族としてみなしてもらえ

る、付き添うことができる。そういうところから、少しずつではありますけれども、

パートナーシップ宣誓制度というのを、あらゆる企業だったり、病院だったり、また

団体だったりに浸透させていって、マイノリティーの方が、マジョリティーの方々と

何ら変わりなく生活していけるような、そんな社会というのを目指しているところで

す。お答えになっていますでしょうか。 

◎区政モニター 

 ありがとうございました。 

◎広報課長 

 続きまして、お願いします。 

◎区政モニター 

 今、私たちの班でいろいろ話したんですけど、少数派、少数の人たちを守るとか、

権利を尊重してあげるというのはいい取組みだと思うんですけど、一方でやはり、受

け入れる側の偏見とかそういうのもあるので、苦しみとかもあるので、そちらのほう

のケアも同時にやらなきゃいけないということと。それから、あと、先ほど２班の方

がちょっと言った、趣味の問題との区別とか、私も犯罪との区別とか、どうするのか

なと。例えば、ＬＧＢＴＱだからといって、明らかに男のような格好をした人が女性

トイレに入って、使っている女性がいたときに、その人はどう思うかとか、そういう

何か、すれすれのところもあると思うんですよね、犯罪とか嗜好とか。あるいは、僕

は、すごく子どもが好きだからみたいになっちゃったりとか、そういうのも、やっぱ

り反面あるんだというのを認識していただいて、こういう人たちの何かこう、サポー

トをやっていってほしいなというふうに思うんですけど。 

◎多様性社会推進課長 

 ありがとうございます。 

 おっしゃるとおりで、今、ちょうどそのお話、問題として取り上げられているんで

す。これは全国的な話でして。心が女性で見た目は男性なんですけれども、でも私は

女性ですといって女性トイレに入ってきて、そこで何か事件が起きたらどうするんだ。

確かに、これ、今、大きな社会問題で、これにどう取り組んでいくかというのが日本

全体としての課題にはなっているところです。 

 パートナーシップ宣誓制度も、宣誓をしていただくときというのは、誰でも宣誓で

きるわけではなくて、ただ、婚姻届と同じように、戸籍謄本ですとか、住民票とかご

本人の証明というのを全て出していただいた上で、宣誓は受け付けています。ただ本

当に、この方が、例えばトランスジェンダーなのかどうなのかというのは、確認する

すべはありません、というのが現実です。 

 ですので、今、パートナーシップ宣誓制度は、全国でいうと５００以上の自治体が、

恐らく、ごめんなさい、詳しい数字を今、持ち合わせていないんですけれども、導入

しておりまして、２３区でも今、１０区が進めているところ、東京都も１１月から開

始するということになっていますので、これがどんどん広がっていったときに、一方

で、何かそれを悪用する人が出てくるのではないかということは、確かに危惧されて
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いるところではあります。ただ、まだまだ始まったばかりの制度ですので、今どうい

う問題が起きているかということですとか、課題や問題点というのは、今後出てくる

ことだと思っています。そのときに、またどのように対応していくかということにつ

いては、今都内の自治体ネットワークというのがつくられておりますので、その中で

検討して、解決策を見いだしていくというふうに考えているところです。 

◎広報課長 

 お願いします。 

◎区政モニター 

 すみません。先ほど、正しい知識とか理解を深めるために、私のほうでお話しした

んですが、当事者の方の意見とかそういうのを、お話を聞きたいとお話ししたんです

けれども、できれば、昨日ですか、昨日あったんですかね。そういうのも、多分、こ

ちらにいらっしゃる方、皆さんが分かっていらっしゃったんではないと思うので、そ

ういうものも、こういうものがありますというようなお手紙を送付していただくとか、

前もって。それかメールとかいただくとか、何かいただければ、そういうところに出

向いてというご意見とか、そこでまた違う意見がここで出たかもしれないので、そう

いうのも必要だったかなと思っております。今後の対策として考えていただければと

思います。よろしくお願いします。 

◎広報課長 

 ほかにご質問、ご意見ある方いらっしゃいますか。 

◎区政モニター 

 今日、アライという言葉、ちょっと初めて聞いたんですけど、僕自身はほとんど偏

見ないんですけど、現時点で求めているこのアライって、要するに、こういう多様性

がある人がいるんだよということを、まず知っておいてねぐらいのところがアライな

のか、いや、もうちょっとここに出てくる支援者になってもらいたいから、ここぐら

いのところまでの人、ここのぐらいの意識でいてくださいよというのが、いまいち、

ちょっと分からないんですけど。多様性があるというのは理解できると思うんですね、

聞いたら。そこからどこに行ったらアライになれるのというのが分かりにくいんです

けど。 

◎多様性社会推進課長 

 おっしゃるとおり、多様性があるということは、多分、皆さん、すぐにご理解いた

だける部分だと思うんですけれども、その先の、例えば、こういうこと言ったら傷つ

けてしまうとか、偏見を持って結局お話ししてしまったとかいうことがあると、結局、

アライだと思って安心して話しかけたり相談してきたのに、逆に傷つけてしまうこと

もあるわけですので、一定の理解をもって、私に話しかけてくださいねというような

意思表示ができるぐらいのレベルになった方には、アライとしてお話をしていただい

たり、相談に乗ってあげたりということをしていただきたいなというふうに思ってお

ります。 

 また、先行している自治体だと、うちはアライですよという、例えば、民間事業者

とか商店街のお店なんかでも、アライですというステッカーを貼っているところもあ

るんですね。そうすると、当事者の方がそのお店を利用しやすくなる、入りやすくな
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るという活動をしているところもございます。北区もそれを目指しているところでは

ございますが、まだまだ道半ばというか、スタートラインに立ったばかりですので、

これから取組みを進めていきたいと考えているところです。 

◎区政モニター 

 それって、人それぞれだから難しくないですか。例えば、ある人は、そういうＬＧ

ＢＴなんだということを前提で話してくれたほうが話しやすいよという人もいれば、

いやいや、そんなこと出さないでよという人もいるじゃないですか。それ、どうやっ

て分けるんですかね。 

◎多様性社会推進課長 

 そこは、本当に難しいところだと思います。はっきりとこう、何ですと回答が言え

るところでもないので、例えば、私アライですと言われたら、じゃあお願いしますと、

きっと言わざるを得ないと思うんですけど、あなたアライですねといって、試験があ

るわけでもないですし、何点以上だったらこのバッジを差し上げますというものでも

ないので、あくまでも、私にはそういう気持ちがあって、理解していますというよう

なお話をいただいた方に対しては、じゃあアライとして、支援者として活動、活動と

いうか、ふだん生活していく中で、その辺、留意してくださいねということで、お願

いをするということになると思います。 

◎広報課長 

 お願いします。 

◎区政モニター 

 アライの件について、先ほど、私たちのグループでは、仲間を増やすということで、

自治会とか、管理組合とかで話をしようという結論にはなったんですけど、なかなか

難しいところがあるんですね。そこで、今、おっしゃったようなアライとは何ぞやと

いうところで、例えば、そういう活動をしようとしているグループとか人に対して、

区として、そういうアライに対する教育、教育といったらおかしいんですけど、支援

とか、もしくは場合によっては、一緒に同席してもらって話をするとか、そういう仲

間を増やすための、何か活動をしてほしいなと思うんですね。私たちはやる気があっ

たとしても、アライとは何ぞやというところの定義も定かでないし、そこはもうちょ

っと区として支援してもらいながら、私たち自身がそのアライになれるような活動の

支援をしてほしいし、パスポートはないのかもしれないけど、例えば、今後、パスポ

ートを発行するようなところまで、区としては行動してほしいなと思います。 

 以上です。 

◎多様性社会推進課長 

 どうもありがとうございます。 

 我々としても、今回の性の多様性以外にもジェンダーという、ちょっともう少し大

きなくくりで、そういう町会ですとか自治会の皆様にお話をしに行く機会が欲しいな

とは思っているところではございますので、また今後、そういう、支援していただけ

るような、手を挙げていただけるような団体さんやグループがありましたら、お話を

しに行く機会を考えていきたいと思っています。 

 ありがとうございます。 
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◎広報課長 

 お願いします。 

◎区政モニター 

 すみません、度々。全体的なところなんですけど、今回のテーマじゃなくて。こう

いうテーマというのは、今日はこれですけど、次回とか、あるいはもっと先に、例え

ば、進捗報告を含めてこのテーマでもう一回やるのか、このモニター会議の全体の何

か２年間の流れということが全然分かっていなくてちょっとそれも教えていただきた

いなと。 

◎広報課長 

 全体の流れが見えない中、ご参加いただいて申し訳ございません。 

 毎回テーマを変えまして、区の様々な課題について、皆さんからご意見をいただこ

うと思ってございます。そして、２年間にわたる会議でございますので、２年目の最

後のほうになるんですけれども、そこで、これから始まるほかの会議もありますけれ

ども、進捗について、ここまで皆さんのご意見をいただいたもので変わったよとか、

いや、まだ道半ばでこの状況ですということは、最後になりますけれども、２年目の

最後のときに、それについては発表といいますか、報告をさせていただきたいという

ふうに思ってございます。 

 なので、毎回、会議の課題については変わるということになりまして、区で課題と

なっているものについて、皆様から毎回毎回違うテーマでご意見をいただきたいとい

うようなものでございます。 

 今回のテーマについてのご質問、よろしいでしょうか。次の方が最後になります。

よろしくお願いします。 

◎区政モニター 

 ちょっと皆さんの話を聞いて、ちょっと引っかかったことがあって。今回のテーマ

としては多様性を認め合うということですよね。ただ、皆さん、話している中で、認

めてあげるという姿勢がすごく強いなと思ったので。別に、１００％みんな理解する

ことは多分不可能だとは思うんですけど、そういう人がいるということを認めるだけ

でも違うのかなと思うので、その話、そういったことも、ちょっと取り組んでほしい

なと思います。別に、いろんな理由があって、否定する人もいるとは思うんですけど、

それは、それもそれとして認めなきゃいけないのかな、認め合わなきゃいけないのか

なと、私は思いましたね。 

 以上です。 

◎多様性社会推進課長 

 ありがとうございます。 

 確かに、認め合うという表現が適切かどうかというところがあります。個性という

か、人それぞれですので、この性の多様性に限らず、皆さんもっているものが違いま

すので、それをそれぞれ、お互いを尊重し合ってという、そういう大げさなものでは

なくて、いろいろな方が地域の中には暮らしていて、みんなが生きやすいようにして

いくためにはどうしたらいいかということを、テーマの一つとして取り上げさせてい

ただけたらということで、今回、こちらを掲げさせていただいたところですので、何
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とかしてあげるとか、何とかされたいとかということでは、決してございませんので、

その点だけはお含みおきいただければと思います。 

 以上です。 

 

（事務連絡） 

 

６．閉  会  

 

◎広報課長 

 以上をもちまして、モニター会議を終了させていただきたいと思います。 

 本日は長時間にわたりまして、ありがとうございました。次回のモニター会議もど

うぞよろしくお願いいたします。 

 大変お疲れさまでした。ありがとうございました。 
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